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【位置図】 

【ETC 専用料金所のご利用方法について】 

ETC 車でのご利用をお願いします。ETC 車載器を搭載していない車両はご通行できません。必ず ETC カードを

車載器に挿入してご通行ください。誤って ETC 専用料金所をご利用された場合は、「サポート」または「ＥＴＣ/サポ

ート」と表示されたレーンを通行し、一旦停止して係員などの指示に従ってください。 

※イメージになります。
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東日本
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ＮＥＸＣＯ
中日本
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首都圏（圏央道及びその内側）
数箇所で導入 ⇒ 順次拡大（ 7～8割程度）

（90箇所程度）（※３）

順次拡大 ⇒ 全線

地方部を含めて
１０年後概成

都市部において
５年後概成

※４ 導入後の運用状況、 ETCの普及状況、関係機関との協議等により、適時変更の可能性

都市部（首都圏）

30箇所
程度で順次導入

首都圏（圏央道及びその内側）
数箇所で導入 ⇒ 順次拡大（8割程度）

（20箇所程度）

順次拡大（9割）
（30→160箇所程度）

※２ カメラ等の設置や関係機関との協議等

ETC専用化等のロードマップについて

導入準備
（※２）

順次拡大 ⇒ 全線

※１ 令和２年１２月１日現在の既存料金所のうちＥＴＣ専用運用されていない課金料金所数

※３ 料金所の構造や交通量が多く、並行又は接続する一般道を含めた渋滞等の課題がある路線（第三京浜・横浜新道・横浜横須賀道路・京葉道路・
東関東道）の料金所については、引き続き検討

導入準備
（※２）

導入準備
（※２）

順次拡大 ⇒ 全線
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